
１ 
方程式と 
その解 

【ねらい】等式を成り立たせる文字の値を調べることを通して，方程式や方
程式の解の意味を理解し，代入によって方程式の解を求めることができる。 

本時の役割について 
本単元では，前単元「文字と式」での学習の上に立って，方程式の必要性と意味及びその解の意

味を理解し，等式の性質を基にして一元一次方程式を解く方法を考えることを通して，代数的な操
作のよさを理解させていく。方程式の必要性や解の意味を確実に理解することは，今後の連立方程
式や二次方程式につながるため，第１学年での１次方程式の学習は，今後学習する方程式の基礎
的・基本的な知識・技能，数学的な見方や考え方の土台となる重要な役割を担うと考える。 

 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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＜問題提示＞ 
 
 
 
 
・問題の等式は，「１試合 8 分が 10 回分と，休憩時間 9 回分
の合計が 125 分」であることを表しているな。 

 
○課題に向かう。 
・等式が成り立つときのｘの値はいくつだろう。 
 
 
 
 
＜個人追究＞ 
○文字にいろいろな値を代入して解を求める。 
・休憩時間が１分から順に当てはめていったとき，ぴったり合 
計が 125 分になるときがあるな。 

・ｘ＝１のとき，左辺＝80＋9×1＝89  左辺＜右辺 
・ｘ＝２のとき，左辺＝80＋9×2＝98  左辺＜右辺 
・ｘ＝３のとき，左辺＝80＋9×3＝107 左辺＜右辺 

・ｘ＝４のとき，左辺＝80＋9×4＝116 左辺＜右辺 
・ｘ＝５のとき，左辺＝80＋9×5＝125 左辺＝右辺 成り立つ 

・ｘ＝６のとき，左辺＝80＋9×6＝134 左辺＞右辺 
 
・ｘが１増えると左辺は９ずつ増えるので，ｘ＝６から先はど
んどん増え続けることから，ｘ＝５以外に答えはない。 

 
〇用語「方程式」「解」「解く」の定義を知る 
＜まとめ＞ 
 
 
 
 
＜練習問題＞  
○教科書の問題に取り組む。 
・もっと手際よくｘの解を求める方法を知りたいな。 

１．導入の工夫 
方程式の意味を理解させる場
の設定  
・本時は，方程式や方程式の解
の意味を理解することが目
的となる。そこで，問題提示
後に方程式の意味を押さえ
るまでを全体指導で行う。 

 
 
 
 
２．深めの発問 
方程式の解の意味を理解する
ための発問 
・「ｘにいろいろな値を当て
はめ，等式が成り立つのは
ｘがいくつのときかはっき
りさせよう。」と投げか
け，ｘの値によって等式が
成り立たない場合があるこ
とを理解する。 

 

 

１次方程式の解が必ず１つで
あることを理解するための発
問 
・「ｘ＝５以外に解はないと
言い切れるか。」と投げか
け，関数的な見方で説明す
る力を養う。 

 

 

・方程式に用いる文字はｘだ
けとは限らないことを，教
科書の問題で扱い助言す
る。 

  

 １回の休憩時間をｘ分として考えると，時間の関係を
「80＋9ｘ＝125」という等式で表すことができます。この
等式から，１回の休憩時間を考えてみましょう。 

等式を成り立たせる文字の値を求めるにはどうすればよいか 

 求めたい数をｘとおいて方程式をつくり，そのｘに色々
な値を代入して，左辺と右辺が等しくなる x の値を求めれ
ばよい。 
 

【評価規準】 
＜知識・技能＞ 
 方程式の必要性と意
味及びその解の意味を
理解している。知① 



２ 等式の性質 
【ねらい】天秤の操作を方程式の変形とつなげて説明することを通して，等
式の性質は両辺に同じ操作をすることであることが分かり，どの性質を使っ
て同値変形していけばよいか判断することができる。 

本時の役割について 
等式の性質は方程式を解く上で必要不可欠な考え方である。等式の性質を天秤の操作と結び付け

て理解させることで，今後の方程式の学習における考え方の基礎を身に付けることができる。ま
た，天秤の操作と式を関連させながら等式変形を行うことで，方程式を解く手順を理解することが
できると考えた。 

 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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＜問題提示＞ 
 
 
 
 
 
 
・①は，両方に同じおもりを加えている。 
・②は，両方から同じおもりを取り除いている。 
・③は，左右それぞれを２倍している。 
・④は，左右それぞれを半分にしている。 
○「等式の性質」を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個人追究・交流＞ 
○方程式の両辺に次のような計算をしても解が変わらないこ
とを調べる。 
 
 
 
  
・等式の性質２を用いて，５ｇのおもり１個を引く。 
・等式の性質４を用いて，左右の天秤をそれぞれ半分にする。 
・マグネット１個の重さが変わることはない。 
＜まとめ＞ 

 
 
 
 
＜評価問題＞  
○右の評価問題に取り組む。 

 
１．導入の工夫 
課題に向けて見通しをもつ場
の設定 
・天秤の意味を，操作例を通し
て確認する。「片方だけ取り
除いたり何かを加えたりし
たら，どうなるか。」と投げか
け，左と右に同様の操作を行
わないと釣り合わないこと
を捉えさせてから，等式の性
質を提示する。 

 
２．深めの発問 
天秤の操作と式を関連させて
解くための発問 
・「左辺と右辺にそれぞれどの
ようなことをして，等式を
変形させたのかはっきりさ
せよう。」と問いかけ，天秤
の操作を図で確認しなが
ら，同時に方程式を変形さ
せる活動を生徒と行い，等
式の性質を使って方程式を
解くことができることを理
解する。 

  
【評価規準】 
＜知識・技能＞ 
 等式の性質の意味を
理解し，マグネットの
１個の重さを求めるこ
とができる。知① 

下の図の天秤はつり合っています。次の①～④の操作は，
どのようなことをしたのでしょうか。 
 

①

②

③

④

【等式の性質】 
１ BA  ならば CBCA   
２ BA  ならば CBCA   
３ BA  ならば BCAC   
４ BA  ならば CBCA //   ただし， 0C  

マグネット１個の重さを求めるには天秤をどのように操作す
るとよいか 

【問題１】天秤の左の皿に同じ重さのマグネット２個と５ｇ
のおもり１個，右の皿に５ｇのおもりを５個のせたら，つり合
った。マグネット１個の重さを求める方法を考えよう。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

マグネット１個の重さを求めるには等式の性質を使って左辺

と右辺の等しい関係を保ったまま天秤を操作すればよい。 

【評価問題】＜知①＞ 
 次の式②，③はそれぞれ等
式の性質を使って，式①を変
形したものです。 

8x－4＝36…① 
  8x＝40…② 
  x＝5 …③ 

 「①から②」「②から③」の
変形は，どの等式の性質を使
ったものか，説明しなさい。 



３ 
等式の性質を
使った方程式
の解き方 

【ねらい】方程式を解くために，ｘ＝〇の形にすればよいことが分かり，等
式の性質を使って方程式を解くことができる。 

本時の役割について 
前時までに，等式の性質について学習している。そして，等式の性質に基づいて方程式を変形さ

せることで，方程式の解を導き出すことができることを学んだ。本時の学習は，今後様々な１次方
程式を計算で解く際の土台となる時間になると考えた。 
 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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＜問題提示＞ 
 
 
 
 
 
 
 
＜個人追究＞ 
○①～④の解の求め方について考える。 
① ｘ＋５＝３ 
等式の性質２を使って，両辺から５をひくと， 
 
 ｘ＋５－５＝３－５ 

ｘ＝－２ 
② ｘ－６＝４ 
 等式の性質１を使って，両辺に６を加えると， 
 
ｘ－６＋６＝４＋６   
    ｘ＝１０ 
③ －４ｘ＝１２ 
等式の性質４を使って，両辺を－４でわると， 
 
－４ｘ÷（－４）＝１２÷（－４） 

    ｘ＝－３ 
④１/２ｘ＝－３ 
等式の性質３を使って，両辺に２をかけると， 
 
１/２ｘ×２＝－３×２ 
    ｘ＝－６ 
 
○教科書などの問題に取り組む。 
＜交流・まとめ＞ 
○方程式を解く方法についてまとめる。 
 
 
 
＜練習問題＞  
○教科書の練習問題に取り組む。 

 
１．導入の工夫 
課題に向けて見通しをもつ場
の設定 
・「４種類の等式の性質を確認
しよう。」と問いかけ，本時は
方程式を同値変形させて方
程式の解を明らかにしてい
くことに見通しがもてるよ
うにする。 

 
２．深めの発問 
根拠を明確にして解を求める
学習を生み出すための発問 
・「どの等式の性質を使って方
程式を変形したか明らかに
しよう。」と問いかけ，個人
追究中や仲間と交流をする
場面での議論の視点とす
る。 

 
・「求めた解は間違いなく正し
いことを説明するにはどう
したらよいか。」と問いか
け，問題の方程式に代入し
て左辺と右辺が等しいこと
を確認させる活動から，自
分の考えが正しいことを実
感できるようにする。 

 
 

  
【評価規準】 
＜知識・技能＞ 
 等式の性質を基にし
て，一元１次方程式を
解くことができる。 
知② 

 次の方程式を解きなさい。 

①x＋５＝３ ②x－６＝４ ③－４x＝１２ ④ 3
2

1
x  

等式の性質を使って，方程式を解くにはどうすればよいか 

検算をする 

左辺：(-2)＋5＝3 

右辺と等しい。 

検算をする 

左辺：１０－６＝４ 

右辺と等しい。 

検算をする 

左辺：－４×（－３）＝１２ 

右辺と等しい 

検算をする 

左辺：１/２×（－６）＝－３ 

右辺と等しい 

等式の性質を使って，x＝〇の形にすれば，方程式の解
を求めることができる。 



４ 
１次方程式の

解き方 

【ねらい】移項を使って１次方程式を解くことを通して，移項を使えば能率
よく１次方程式を解くことができることに気付き，１次方程式を手際よく解
くことができる。 

本時の役割について 
本時は，等式の性質を基にした移項という式操作を身に付けることで，能率よく１次方程式を解

くことができることに気付かせる時間である。前時，等式の性質を用いて方程式を解く中で，計算
を省いてもよさそうな部分に気付いている生徒の意見を意図的に広げ，移項の式操作を確実に習得
させていきたい。 

 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
20 
 
 
 
30 
 
 
 
 
40 
 
 
50 

＜問題提示＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
○計算を省いてもよさそうな部分をみつける。 
・アは左辺を文字だけの項にするために，等式の性質２を使
って，両辺から４をひいている。 

・イは左辺を数だけの項にするために，等式の性質１を使っ
て，両辺にｘを加えている。 

・①と③の式を比べると，結局符号が入れ替わっている。 
○「移項」の意味を知り，１次方程式を解く手順をまとめ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個人追究・交流＞ 
○移項を使って解を求める。 
【問題１】２ｘ－７＝３ 
【問題２】５ｘ＝２４－３ｘ 
【問題３】１５ｘ－４＝３ｘ－２８ 
○仲間と計算の結果を確認し，教科書の練習問題に取り組
む。 
＜まとめ＞ 
 
 
 
＜練習問題＞  
○教科書の問題に取り組む。 

 
１．導入の工夫 
「移項」の意味と必要性を意
識させる場の設定 
・「①と②の方程式を比べたと
きに，どんなことが言える
か。」と問いかけ，等式の性質
１，２を根拠に，今後は「移
項」の知識を使って，簡潔に
方程式を解いてよいことを
理解する。 

 
２．深めの発問 
根拠を明確にして解を求める
学習に向かうための発問 
・「方程式を変形したときの根
拠も答えられるようにしよ
う。」と問いかけ，個人追究
中や仲間と交流をする場面
での議論の視点とする。 

 
求め方の共通点を意識させる
ための発問 
・「等式の性質の３，４を使っ
て方程式を変形させている
ところはどこか。」と問いか
け，移項は等式の性質１，
２を根拠にして生まれた知
識であることを確認する。 

  
【評価規準】 
＜知識・技能＞ 
 移項を使って１次方

程式を解くことができ

る。知② 

次のア，イは，方程式を解くために，式を変形したもので
す。どのように考えたのか，説明しましょう。 

ア 

   ３ｘ＋４＝２２…① 

 

３ｘ＝２２－４…② 

 

イ 

   ３ｘ＝８－ｘ…① 

 

３ｘ＋ｘ＝８…② 

 

【１次方程式を解く手順】 
①文字 x を含む項はすべて左辺に，数だけの項はすべて右
辺に移項する。 

②両辺を計算して， bax  の形にする。 
③両辺を x の係数でわる。 

移項を使って，１次方程式を解こう。 

移項を使って方程式の解を求めるときは，符号を変える
ことに気をつける。 



５ 
いろいろな 
１次方程式の

解き方 

【ねらい】かっこをふくむ一次方程式，係数に分数や小数がある１次方程式
の解き方を考えることを通して，分配法則や等式の性質などを使って既習の
形の方程式に帰着すればよいことに気付き，１次方程式を解くことができ
る。 

本時の役割について 
これまでに，等式の性質を基にしながら，手際よく解を求める方法（移項）を学習した。本時は

かっこをふくむ１次方程式や，係数に分数や小数のある１次方程式について解き方を考える。これ
までの方程式との違いに着目するが，等式の性質を用いることでこれまでに学習してきた方程式の
形に変形できることに気付かせたい。 
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＜問題提示＞ 
 
 
 
・（１）はかっこがついている。文字と式の学習で，このよ
うな形は分配法則を使ってかっこをはずして計算できた。 

・（２）（３）は式の中に小数が含まれている。計算が面倒く
さそうだ。 

 
 
 
＜個人追究＞ 
○（１）～（３）の解の求め方を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小数点以下の桁が違うときは，整数に直した方がよい。 
＜交流・まとめ＞ 
 
 
 
 
 
 
＜練習問題＞  
○教科書の問題に取り組む。 

 
１．導入の工夫 
前時の学習を振り返り，さらに
どのような１次方程式が考え
られそうかを問う 
・「さらにどんな方程式が考え
られそうか。」と問い，かっこ
を含むもの，xの係数が小数
や分数のものなど，色々なパ
ターンを考えさせ，課題につ
なげる。 

 
２．深めの発問  
全員が求め方を考察し，表現
させるための発問 
・「仲間の解き方と同じ（違
う）ところを明らかにしよ
う。」と問いかけ，個人追究
中でも仲間と方程式を解く
過程を議論できるように促
す。 

 
簡潔・明確・一般的に考えさ
せるための発問 
・（２）と（３）の解き方を比
較させて，「あなたが，係数
を整数にして方程式を解い
たほうがいいと思うときは
どんなときか。」と問いか
け，自分なりに手際よく方
程式を解く方法は何か考え
る場をとる。 

  
【評価規準】 
＜思考・判断・表現＞ 
 かっこや係数に小数

がある一次方程式を解

く手順を考えることが

できる。思① 

次の方程式を解きなさい。 
（１）8𝑥 + 5(𝑥 − 1) = 17（２）1.2𝑥 + 0.9 = −1.5（３）1.2 − 0.05𝑥 = −0.01𝑥 

(1)〜(3)のような１次方程式はどのように解けばよいか 

（１） 
分配法則を使ってかっこをはずすと， 

５を移項すると， 
        両辺を３でわると， 

  17158  xx
17558  xx

51758  xx
123 x
4x

（２）0.9 を右辺に移項すると， 

両辺を 1.2 でわると， 
5.19.02.1 x

9.05.12.1 x
4.22.1 x

2x

（３） 

両辺に 100 をかけると， 

     移項すると， 

 両辺を－4 でわると， 

xx 01.005.02.1 

30x
1204  x
1205  xx
xx 5120

かっこのある方程式は，分配法則を使ってかっこをはず
して解くことができる。また，係数に小数がある方程式は，
両辺に 10 や 100 などをかけて，係数を整数に直すと解きや
すくなる。 



６ 
いろいろな 
１次方程式の

解き方 

【ねらい】かっこをふくむ一次方程式，係数に分数や小数がある１次方程式
の解き方を考えることを通して，分配法則や等式の性質などを使って既習の
形の方程式に帰着すればよいことに気付き，１次方程式を解くことができ
る。 

本時の役割について 
これまでに，等式の性質を基にしながら，手際よく解を求める方法（移項）を学習した。本時は

かっこをふくむ１次方程式や，係数に分数や小数のある１次方程式について解き方を考える。これ
までの方程式との違いに着目するが，等式の性質を用いることでこれまでに学習してきた方程式の
形に変形できることに気付かせたい。 

 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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＜問題提示＞ 
 
 
 
 
・今回は係数が分数になっている。 
 
 
＜個人追究＞ ○①～③の解の求め方を考える。 

①         ②         ③ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・①は，係数を整数にするには両辺に４をかければいい。 
・②は，分母が４，２，３とバラバラだから，最小公倍数が
いくつか考えないといけない。 

・③は，両辺に６をかけるときに，左辺は分配法則を用いて
計算しないといけない。 

＜交流・まとめ＞ 
 
 
 
 
＜練習問題＞  
○教科書の問題に取り組む。 
 
＜評価問題＞  
○右の評価問題に取り組む。 

 
１．導入の工夫 
既習内容を確認して，学習の見
通しをもつための発問 
・「（最小）公倍数」の意味を確
認する。また，３ｘ＋４は一
つの式のまとまりであるか
ら，必要に応じて「かっこ」
をつける。 

 
２．深めの発問  
全員が求め方を考察し，表現
するための発問 
・「仲間の解き方と同じ（違
う）ところを明らかにしよ
う。」と問いかけ，個人追究
中でも仲間と方程式を解く
過程を議論できるように促
す。 

 
 
・定着度に合わせて，分数と
小数が混ざった方程式など
に取り組ませたり，自分で
方程式の問題を作ったりす
る時間をする。 

  
【評価規準】 
＜思考・判断・表現＞ 
 かっこや係数に小数

がある一次方程式を解

く手順を考えることが

できる。思① 

 ①
4

1
2

4

3
x    ② xx

3

2

2

1

4

3
  ③

6

5

2

43


x
 

の解き方を考えよう。 
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 分数をふくむ一次方程式では，最初に両辺の分母の最小
公倍数をかけることで，今までに習った形にできるから方
程式を解きやすくなる。 

【評価問題】＜思①＞ 
 次の方程式を手際よく解
くには，どのような工夫が考
えられるか，説明しなさい。 

280（ｘ－9）＝70ｘ 



７ 
比例式と 
その解き方 

【ねらい】簡単な比例式を解くことを通して，比例式は比の値を用いて表す
ことにより，１次方程式と見ることができることが分かり，比例式を手際よ
く解くことができる。 

本時の役割について 
本時は，比の性質を理解させることで，比例式を１次方程式と見ることができる。生徒は小学校

までに，比についての学習を行っており，比をできるだけ簡単に直す操作についても定着してい
る。その上で，比の性質について理解し，比例式を１次方程式に帰着させて解くことができるよう
になることで，手際よく比について求められるようになることを実感させたい。 
 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 
 
 
 
05 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
  
 
 
 
20 
 
 
 
30 
 
 
 
40 
 
 
 
 
 
 
 
50 

○用語「比例式」の意味を理解する。 
ａ：ｂの比の値ａ/ｂと，ｃ：ｄの比の値ｃ/ｄとが等しいと
き，２つの比ａ：ｂとｃ：ｄは等しいといい，ａ：ｂ＝ｃ：
ｄと表します。この式を比例式といいます。 
＜問題提示＞ 
 
 
 
・10 と 5 で半分になっている。ｘの半分が 6だから，ｘの値
は 12 だな。 

・この問題は 10 と 5で半分だとすぐ分かった。他の数では
分からないときもある。そんなときはどうすればいいか
な。 

 
 
 
＜個人追究・全体交流＞ 
○比の値でｘの値を求める方法を確認する。 

  
・分数の方程式だから，両辺を分母の数で
かけると，ａとｄをかけた数と，ｂとｃを
かけた数が等しいという関係になっている
よ。 
＜まとめ＞ 
 

 
 
＜練習問題＞  
○教科書の問題に取り組む。 
 
＜評価問題＞  
○右の評価問題に取り組む。 

 
１．導入の工夫 
方程式の学習を用いることの
よさを意識する発問 
・「『何倍の関係か』がすぐに見
つかる数であればいいけれ
ど」と投げかけ，ｘの値が分
数や小数になる問題でも手
際よく解決できるように，方
程式の学習を上手に活用す
るとよいことを意識できる
ようにする。 

 
２．深めの発問  
解決の結果と過程を振り返
り，比例式の性質に気付くた
めの発問 
・分数の方程式を解く際の計
算過程を板書したうえで，
「初めの比例式の数と，両
辺に分母をかけたときの等
式を比較して，気付くこと
はないか。」と問いかけ，ａ
ｄ＝ｂｃの計算が途中で行
われている部分で議論でき
るように促す。 

 

  

８ たしかめよう（練習） 

【評価規準】 
＜知識・技能＞ 
 比例式の意味を理解

し，比の性質や比例式

を解く手順を理解しな

がら，比例式を解くこ

とができる。知② 

 比の性質を利用して，比例式を解く方法を身に付けよう。 

 一般に，比例式には次の性質がある。 
ａ：ｂ＝ｃ：ｄならば，ａｄ＝ｂｃ 

【評価問題】＜知②＞ 
 次の方程式や比例式を解き
なさい。 
（１）ｘ－4＝－3 
（２）9ｘ－20＝5ｘ 
（３）3（ｘ－1）＝ｘ＋9 
（４）0.03ｘ＋0.08＝0.05ｘ＋0.1 
（５）5：4＝ｘ：6.4 

 

比例式ｘ：10＝6：5 にあてはまるｘの値の求め方を考え
ましょう。 

𝑥: 10 = 6: 5 

𝑥

10
=

6

5
 

𝑥 = 12 

「ａ：ｂの比の値は，ａ/ｂ」だから，２つの
比の値を等号で表すことができます。比例式
の中にふくまれるｘの値を求めることを，比
例式を解くといいます。 

𝑥

10
=

6

5
 

5 × x = 6 × 10 



９ 
１次方程式を
使って問題を
解決しよう 

【ねらい】図などを用いて等しい数量関係を把握することを通して，１次方
程式を使った問題の解き方を理解し，問題を解決することができる。 

本時の役割について 
これまでの学習で，１次方程式の解き方について学習をしてきた。この時間から，具体的な問題

場面について方程式を用いて解決をする時間になる。中学校３年間を見通したとき，文章問題につ
いて苦手意識や抵抗感をもつ生徒は少なくないと思われる。そこで，方程式の学習で初めて行う文
章問題の解き方についてこの時間で確実に理解させたい。 
 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
  
 
20 
 
 
 
30 
 
 
 
40 
 
 
 
 
 
 
 
 
50 

＜問題提示＞ 
 
 
 
 
・ジュースの本数を求める問題だ。 
・クッキーの代金とジュースの代金の合計が 1500円だ。 
・ジュースの本数をｘ本とすると，これまでの方程式の計算
を用いて，答えが求められそうだ。 

 
 
 
＜個人追究・全体交流＞ 
○方程式を用いて文章問題を解決する手順を明らかにする。 

・この手順で問題に取り組めば， 
どんな文章問題でも求めたい数 
量を手際よく求めることができそうだ。 

○過不足の問題に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜練習問題＞  
○教科書の問題に取り組む。 
 

 
１．導入の工夫 
解決の見通しをもたせるため
の発問 
・「わかっている数量は何か」
「求めたい数量は何か」と問
うことで，問題の内容を整理
した上で解決に向かうこと
が大切であることに気付け
るようにする。 

 
２．深めの発問  
求めた解をもとに，他の数量も
明らかにできることを気付く
発問 
・過不足の問題において，「人
数が 14 人とわかったこと
で，他にも明らかにできる
数量はないか。」と問う。あ
めの個数も明らかになるこ
とを促すことで，次時の速
さの問題でも，文字にした
数量が明らかになったら，
問題の様々な数量が明らか
になるよさを実感できるよ
うにする。 

  
【評価規準】 
＜知識・技能＞ 
 具体的な場面におい

て，１次方程式を利用

して問題を解決する手

順を理解し，問題の中

の数量やその関係を文

字式で表して問題を解

くことができる。知② 

手順を明らかにしながら方程式を使って問題を解決しよう。 

 1 枚 60 円のクッキーを 13 枚と，１本 80 円のジュース

を何本か買って，合計の代金が 1500 円になるようにしま

す。ジュースは何本買えるでしょうか。 

①わかっている数量と求めた

い数量を明らかにし，何をｘ

にするかを決める。 

②等しい関係にある数量を見

つけて，方程式をつくる。 

③方程式を解く。 

④方程式の解を問題の答えと

してよいかどうかを確かめ，

答えを決める。 

①ジュースの本数をｘとする。 

②「クッキー13 個の代金＋ジュースｘ本の

代金」と「代金の合計」が等しい。 

60 × 13＋80 × 𝑥 = 1500 

③方程式を解くと，𝑥 = 9 

④「9 本」は，問題の答えとしてよい。 

Ａ 9 本 

 ドッジボール大会の

参加者にあめを配りま

す。あるチームでは，1

人に 3 個ずつ配ると 20

個余り，1 人に 5 個ずつ

配ると 8 個たりなくな

ります。このチームの人

数を求めましょう。 

①このチームの人数をｘ人とする。 

②「3 個ずつｘ人に配ると 20 個余る」と

「5 個ずつｘ人に配ると 8 個たりない」も，

両方あめの数は等しい。 

3×ｘ＋20＝5×ｘ－8 

③方程式を解くと，ｘ＝14 

④「14 人」は，問題の答えとしてよい。 

Ａ 14 人 



10 
速さの問題を
解決しよう 

【ねらい】図や表を用いて等しい数量関係を把握することを通して，速さの
問題を解き方に沿って，解決することができる。 

本時の役割について 
本時も，具体的な問題場面について方程式を用いて解決する時間になる。中学校３年間を見通し

た時，文章問題について苦手意識や抵抗感をもつ生徒は少なくないと思われる。本時も，方程式を
使って問題の解く手順をもとに，解決の見通しをもたせた指導を行う。また，本時扱う速さの問題
については，図や表に整理することで等しい関係を見つけやすくなる。 
 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
  
 
20 
 
 
 
30 
 
 
 
40 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
50 

＜問題提示＞ 
 
 
 
 
 
○追究の見通しをもつ。 
・Ｂさんが出発してからＡさんに追いつくまでの時間をｘ分

とすればよい。 
 
 
＜個人追究・全体交流＞ 
○表を使った方程式のつくり方を全体で確認して取り組む。 
・表にまとめると，追いついたときにＡさんとＢさんの進んだ
道のりが等しくなる。だから道のりについて方程式をつくれ
ばよい。 

 Ａさん Ｂさん 
道のり（ｍ） 60(𝑥 + 3) 70𝑥 
速さ（ｍ/分） 60 70 
時間（分） 𝑥 + 3 𝑥 

     ６０(x＋３)＝７０x 
    ６０x＋１８０＝７０x          －１０x＝－１８０ 
     ６０x－７０x＝－１８０              x＝１８ 
○18 分を問題の答えとしてよいか確認する。 
・70×18＝1260 で 2 ㎞までにＢさんはＡさんに追いつくこと
になる。だから，18分は問題の答えとしてよい。 

○5分後にＢさんが出発した場合を考える。 
・同じように解くと，ｘ＝30となった。70×30＝2100 となり，

2㎞までに追いつくことができない。方程式は解けても，問
題の答えに合わないことがあるんだな。 

＜まとめ＞ 
 
 
 
 
＜練習問題＞ 
○「方程式を使って問題を解く手順」の②までできたら次の問
題に取り組む。 

 
１．導入の工夫 
解決の見通しをもつための発
問 
・「わかっている数量は何か」
「求めたい数量は何か」と問
うことで，問題の内容を整理
した上で解決に向かうこと
が大切であることに気付け
るようにする。 

 
２．深めの発問  
問題の数量関係を把握できる
ようにする場の設定 
・教科書の図が生徒の手元に
ある状態で，「Ａさんに追い
ついた瞬間の，2人の『速
さ』『時間』『道のり』を図
や問題文から整理してみよ
う。」と問いかける。立式す
るまでの，問題場面を整理
する過程が議論できるよう
に促す。 

 
方程式の解が，問題に適さな
い場面があることに気付く場
の設定 
・条件を変えて，5分後にＢ
さんが出発したとした問題
を取り上げる。これまでと
同様に解が求められても，
問題に適さないことに気付
かせ，方程式に代入するこ
とが手順④の意味ではない
ことをおさえて次時につな
げる。 

  
【評価規準】 
＜思考・判断・表現＞ 
 道のり，速さ，時間

の関係を整理しなが

ら，速さの問題の解決

方法を考えることがで

きる。思② 

 学校から２km 離れた図書館へ行くのに，A さんは分速
60mで先に出発し，Bさんはその３分後に出発し，分速70m
で追いかけました。B さんが出発してから A さんに追いつ
くまでの時間を求めましょう。 

手順にしたがって問題を解決しよう。 

 図や表にすることで，道のり，速さ，時間の関係を整理
することができ，手順にしたがって問題を解決することが
できる。 



１１ 
１次方程式
の解の意味
を考えよう 

【ねらい】年齢に関する問題を考えることを通して，解の意味を考えて問題
に合わせた答え方をする必要性に気付き，問題を解決することができる。 

本時の役割について 
前々時から，具体的な問題場面について方程式を用いて解決をする時間になる。中学校３年間を

見通した時，文章問題について苦手意識や抵抗感をもつ生徒は少なくないと思われる。本時も，方
程式を使って問題の解く手順をもとに，解決の見通しをもたせた指導を行う。また，本時扱う問題
は，方程式の解が文章問題の答えとしてよいかどうかを吟味する手順の④に重きを置いて取り組ま
せたい。 
 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
20 
 
 
 
30 
 
 
 
 
 
 
 
40 
 
50 

＜問題提示＞ 
 
 
 
○追究の見通しをもつ。 
・ｘ年後に４倍になる。速さの問題と同じように，表などで
問題場面を整理して，方程式を作ればよい。 
 
 
 
＜個人追究・全体交流＞ 
○方程式をつくって解決する。 
 Ａさん Ｂさん 

現在 13 43 
𝑥年後 13 + 𝑥 43 + 𝑥 

・ｘ年後の「Ａさんの年齢の４倍がＢさんの年齢」だから，
この関係から方程式をつくることができるな。 
 
○－３年後を問題の答えとしてよい 
か確認する。 

・ｘ＝－３だから，「－３年後」であ 
る。ただ，そのままの表現では答 
え方としてよくない。「３年前」と 
表現するのがよい。   

＜まとめ＞ 
○解の吟味についてまとめる。 
 
 
 
＜練習問題＞ 
○比例式を用いた文章問題に取り組む。 
・この問題は，方程式の解が小数になった。問題の内容か
ら，小数は答えにならない。だから，この問題の条件に当
てはまる答えはない。 

 
＜評価問題＞ 
○右の評価問題に取り組む。 

 
１．導入の工夫 
解決の見通しのもたせるため
の発問 
・「わかっている数量は何か」，
「求めたい数量は何か」と問
うことで，問題の内容を整理
した上で解決に向かうこと
が大切であることに気付け
るようにする。 

 
２．深めの発問  
方程式の解の意味を，問題の
文章からとらえ直す場の設定 
・「『－３年後』を，同じ意味
だが日常で用いる表現にす
ることはできないか。」と問
いかけ，方程式の解をその
まま用いるのではなく，問
題場面にふさわしい言語表
現に修正させるように促
す。 

  
【評価規準】 
＜思考・判断・表現＞ 
 求めた解が問題の答

えとして適切であるか

どうかを判断すること

ができる。思② 

【評価問題】＜思②＞ 
Ａ，Ｂ2 つのかごにみかんが
28 個ずつ入っています。
今，Ａのかごのみかんを何個
かＢのかごに移したら，Ａと
Ｂのかごのみかんの個数の比
が 3：4 になりました。移し
たみかんの個数が何個か，
「方程式を使って問題を解く
手順」にしたがって，説明し
なさい。 

 現在 A さんは１３歳，B さんは４３歳です。B さんの 
年齢が A さんの年齢の４倍であるのはいつかを調べよう。 

手順にしたがって問題を解決しよう。 

4(13 + 𝑥) = 43 + 𝑥 
52 + 4𝑥 = 43 + 𝑥 
4𝑥 − 𝑥 = 43 − 52 

3𝑥 = −9 
𝑥 = −3 

 



１２ 
ドッジボー
ル大会の休
憩時間は？ 

【ねらい】ドッジボール大会の進行計画や修正を考える活動を通して，日常
生活における問題を１次方程式を利用して解決したり，解決の過程を振り返
って新たな問題を見いだしたりすることができる。 

本時の役割について 
この小単元では，具体的な問題場面について方程式を用いて解決をする小単元である。本時は単

元の導入で扱った問題場面を再度取り上げ，これまでに学習した方程式の知識・技能を用いれば，
導入で扱った問題が解決できるとともに，大会の計画を修正することも容易に行うことができるこ
とを実感させたい。 
 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
20 
 
 
 
30 
 
 
 
40 
 
 
50 

＜問題提示＞ 
 
 
 
 
・以前の大会計画は，「5チーム」「1試合 8分」「使用できる
コートは 1面」「試合開始から終了までは合計 125分」だ
った。7チームになって，どの部分が変わるのかな。 

・求めたい数量は「1回の休憩時間」だ。他に，「全試合数」
が変わっている。全部で 21 試合だから，休憩回数は 20 回
というところが変わっているぞ。 

 
 
＜個人追究・全体交流＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「休憩時間 1分」の試合計画は，ちょっと移動が大変だ。 
○教科書の練習問題に取り組む。 
・やはりチーム数が多ければ，数コートで同時に試合が行え
ないと，休憩時間や試合時間に影響が出てしまうな。 

 
＜まとめ＞ 
 
 
 
 
＜評価問題＞  
○右の評価問題に取り組む。 
 
 

 
１．導入の工夫 
本単元で身に付けた知識・技能
の有用性を実感する場の設定 
・本単元の導入で扱った問題
について再度考えることで，
方程式を使って問題を解く
手順を利用すれば，日常場面
で問題を解決したり，修正し
たりすることが容易になる
ことに気付けるようにする。  

 
２．深めの発問  
修正した計画の妥当性を問
い，日常生活における問題の
よりよい解決を意識する場の
設定 
・問題の解答から，「休憩時間
が 1分の大会計画につい
て，あなたはどう思うか。」
と問う。現実の試合を想起
することで，無理のない大
会にするためには何が必要
か考え，練習問題につなげ
る。 

  

13 ３章を振り返ろう 

 大会の計画を修正する必要があるかどうか判断するとき
も，方程式を使って問題を解く手順にしたがい，解の意味
を問題の文章に照らし合わせればよい。 

【評価規準】 
＜思考・判断・表現＞ 
 1 次方程式を利用し

て，問題を解決したり

解決の過程を振り返っ

て新たな問題を見いだ

したりすることができ

る。思② 

ドッジボール大会の参加チームが，7 チームに変わりまし
た。大会の進行計画を「１試合 5 分」に修正しようと思い
ます。1 回の休憩時間を何分にすればよいでしょうか。 

方程式を使って，大会の計画をたてよう。 

①1 回の休憩時間をｘ分とする。 

②「試合時間の合計＋休憩時間の合計＝125 分」で，方程式を立て

ることができる。 

5 × 21＋𝑥 × 20＝125 

   105＋20𝑥＝125 

         20𝑥＝20 

  ③ 𝑥＝1 

④1 分は問題の答えとしてよい。  Ａ 1 分 

【評価問題】＜思②＞ 
１次方程式を使えるようにな
って，よかったことを，次の
問題を例に説明しましょう。 
 
 現在 A さんは１３歳，B さ
んは４３歳です。B さんの 
年齢がAさんの年齢の４倍で
あるのはいつでしょう。 
 

 

教科書の問題を投影 


